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—六本木七丁目ワークプレイスの提案— 
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Today, many architectures was built in a city are repeating copy and paste, and these are constituted 
by repeat of monotonous space.The architecture was constituted in those space make human’s activity 
narrow by continue same ceiling height and building use.I think that the human’s life can get more new 
type of rich by exist of place to feel nature family as a high ceiling or a low ceiling in office and 
apartment.In this paper, I propose that a new type of building is suitable for future society by thinking 
over again monotonous lamination construction. 
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１． はじめに 
今日、都心に建設される多くの建築がコピー＆ペース
トを繰り返し、単調な空間の繰り返しにより構成される。
そのような空間で構成された建築は、同じ天井高や同じ
活動が続くことで、人のアクティビティ自体を窮屈なも
のにしてしまっている。オフィスやマンションでも、天
井が高い所、低い所、身近に外部を感じ取れる場所があ
ることで人の生活はより新しい豊かさを獲得できると私
は考える。本論文ではオフィスに着目し、これまでの均
質な積層建築を再考する事で、今後の社会に適応した新
たなビルディングタイプの 1 つとして六本木七丁目にワ
ークプレイスを提案する。 
 
２． 研究方法 
2	 0世紀後半は工業製品の大量生産、コスト削減、それ
に適合するために大企業の分業体制、社員食堂などの社
内施設というようにワーカーは企業内で閉じて活動をし
ていた。ワークプレイスも社内のコミュニケーションに
適した大型オフィスが適していた。21 世紀は大量生産の
コスト削減勝負の製品は発展途上国へ移転、先進国では
個性やアイディアにあふれた商品、サービスを生みだし
て、国内、国際的に競争力を持つ必要がある。そのため
企業全体としての活動よりも個性やアイディアにあふれ
た商品を生みだすための働く環境が大切になる。	 
このようにオフィスのライフスタイルは以前とは違い、
多種多様なものに変わりつつある。働き方が変わるとい
うことはそこで働く空間もそれに対応できる空間へと変
化していくべきだと考える。本論文ではオフィス空間設
計の視点として、情報処理空間（効率を追求する仕事空
間）から知識創造空間（人が快適に生活を営む仕事空間）
へ発想の転換できる空間モデルを生成し、実際の積層建
築に応用する為のモデルの生成を目指す。	 
	 
３． 空間構成	 
（１）現状におけるオフィスの問題点 
オフィスの問題の１つ目として「お互いの状況がわか
らない」といったワーカーのコミュニケーションが取り
づらい環境がある。その理由としてワンルーム型の大部
屋式オフィスによってつくられた働く空間になっている
からだと考える。広すぎるオフィスはコミュニケーショ
ンを活発にはしないことや、ワーカー自身が「居場所」
を獲得できないからである。	 
	 2 つ目として「閉じたオフィス環境」である。仕事は
会社内で完結させるために構成され、自席の執務空間と
その近辺でのコミュニケーションしかない。大部屋式の
オフィスでは均質な同じ空間で作業が繰り返されること
により、プロジェクトに関係性のある人同士しか会話は
生まれず、知的生産型のオフィスには物足りなさを感じ
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る。つまり同じ平面で場が展開される現状の大部屋式の
オフィスよりも、何重にも場が展開されるオフィスが今
後のワークプレイスに向いていると考えられる。	 
（２）非分節の連続空間 
あいまいに空間が分節されながら空間が連続していくワンルー
ムのようなオフィスをつくることで多様な行動を受け入れるワ
ークプレイスが望ましいと考える。集中できるスペースを確保し
ながら、色々な人と出会いながら空間は連続していくことが、ク
リエイティブワーカーやナレッジワーカーといったアイディア
を生みだすワーカーには適していると考えられる。 
（３）空間 MODEL 
非分節空間を生成するために、単一の空間単位から構
成するのではなく、複数の空間が重なりあう連続された
空間モデルを生成する。複数の異なった空間がお互いの
領域を干渉することで、互いの領域を確保しながら連続
し、つながることができる。(図１,図 2)集積された空間は
3層ワンルームのヒエラルキーから構成され、ストラクチ
ャーも同様に 3 層のメガストラクチャーで完結させるこ
とにより、立体的な積層建築を成立させる。(図 3) 
 
 
図 1	 立体的に構成される非分節空間	 
	 
 
図 2	 相互の空間が立体的に干渉し合う	 
	 
	 
図 3	 ３層構成の立体的空間モデル	 
	 
４． 計画 
	 敷地は六本木七丁目、TSK.CCC ターミナル跡地、六本木
ヒルズ、東京ミッドタウン、新国立美術館の中心に位置
する。クリエイティブワーカーやナレッジワーカーが働
くワークプレイスと図書館やギャラリー、レストラン、
ショップといった公共性の高いパブリックスペースを建
築内部に同居させることにより、新たな拠点となり得る
場を計画した。全体は 3 層ワンルームが 3 つ積層され構
成される９階のビルディングである。(図 4)	 
 
 
図 4	 ３層構成を積層したビルディング	 
 
５． 結論 
本論文では三層ワンルームによるワークプレイスを積
層させることにより、コピー＆ペーストで構成される現
代のビルディングタイプと比べ、他の機能や空間が互い
に干渉し合うことにより、アクティビティがより活発な
ビルディングタイプの可能性を示唆できた。また、三層
ワンルームによる立体的な空間を働く場に持つことによ
り、違った働きか方ができ、今後の社会に適応できるオ
フィスの可能性を感じた。 
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